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第 1章 序論  

 

第1節 英文アブストラクト  

 

In recent years, AI research has been active. Among them, most of the data used in 

interactive AI research is generic, and we started this research because we believe that 

using data obtained from users will enable more personalized conversations and bring 

us closer to achieving natural conversations. As a first step, we created a program that 

uses the chat function of LINE to provide an AI response and a program that displays 

frequently used websites based on the user's search history. 

Key words: AI, Natural Conversation, personalize 

 

第 2節 研究背景 

 

近年、AI技術によって社会にさまざまな変化が見られるようになり、人間を介さないサービスが

数多く見られるようになった。そのようなサービスの一つに会話エージェントと呼ばれる「テキス

トや音声による対話を通じて人間のような会話をシミュレートするコンピュータプログラム」があ

る。現在使われている会話エージェントの例として人間の質問に回答するChatGPT、人間がしたい

ことをアシストするSiriなどがある。 

この会話エージェントの技術はまだ発達途中であり、会話の論点がずれたり、予想していない返

答が返ってきたりという問題点がある。そのような問題を解決するため、AIの学習データにどのよ

うなものを使用するか、入力データ（質問）から出力データ（回答）をどのように推測するかなど

の研究が進められている。 

しかしこれらの研究は特定の個人を限定しない汎用的なデータを対象とするものが多いので、AI

の学習の際に汎用的なデータではなく、あるユーザのパーソナルデータを使用すればより自然な会

話を行える可能性があるのではないかと考えた。 

 

第 3節 研究目的 

 

本研究ではユーザのパーソナルデータとして、そのユーザの検索履歴から推定した「ユーザの好み」

を用いる。推定したユーザの好みを利用することでチャットボットとの会話がより自然なものになる

かについて検証する。そのためにLINEを利用して会話ができるチャットボットを作成する。 
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第 4節 開発環境 

本研究の開発環境は以下の通りである。 

使用OS ：macOS 

使用言語：Python3.9.7 

使用環境：Visual Studio Code 

主な使用ライブラリ：line-bot-sdk,[1] pychatGPT[2], mecab[3], janome, beautifulsoup, re 

 

  



 5 

第 2章 プログラムの作成  
 

第 1節 概要 

 

本研究ではチャットボットをpythonにより作成する。またLINEのMessaging APIの機能を利

用してLINE上でチャットを行う。 

 

第 2節 ライブラリの機能 

 

(1) Line-bot-sdk 
 

LINEのMessagingAPIのクライアントライブラリであり、このライブラリを用いるとbot開発

を簡単に始められる。例えばイベント毎の処理を分けて記述したり、署名を検証する操作を簡単に

書いたりすることができる。 

 

使用例： 

 

text=の後に変数やメッセージを代入すると、それをリプライとして LINEサーバーに

送りチャット画面に表示される。 

 
 

(2) re 
 

pythonの標準ライブラリで、正規表現の処理を行うことができる。本研究では正規表現パター

ンによる文字列の抽出や置換をするために使用した。 

 

使用例： 

 

URLに含まれる’&sa=’というパターンの後の文字列を消去している。第一引数に正規表

現パターン、第二引数に置換後の文字列、第三引数に処理対象の文字列を指定する。 
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(3) pychatGPT 
 

OpenAI が提供している自然言語処理ライブラリである。人間のようなテキストを生成できるた

め、チャットボットなど幅広い用途で利用されている。本研究ではチャットの返答を生成するため

に使用した。 

 

使用例： 

 

上の例の様に、様々なパラメータを指定することができ、それによって、入力内容に対

応する文章を自動生成することが可能である。文章の生成例を以下の図 1に示す。 

 

  

図 1 pychatGpt の組み込み結果 
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(4) beautifulsoup 
 
Webスクレイピング用のライブラリで、HTMLやXMLファイルの解析を行うことができる。本研

究ではgoogle検索の結果を解析するために利用した。 

 

使用例： 

 

上の例では検索したいワードを指定して google 検索を行い、その検索結果の解析を行

っている。図 2 にこの出力結果を示す。 
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(5) mecab、janome 

 
どちらも形態素解析を行うためのライブラリであり、文章を最小単位の単語に分解し解析を行うこ

とができる。本研究では検索履歴の解析、ユーザから送られてきた文章の解析、google検索の結果の

解析等に利用している。 

 

使用例1： 

 

ユーザから送られてきた文章に対して態素解析を行って単語に分解した結果を図 3に示す。 

図 2 beautifulsoup の組み込み結果 

図 3 mecab で形態素解析を行った結果 
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使用例2： 

 

検索履歴から名詞、固有名詞を形態素解析により抽出し、それらの出現回数をカウントし頻出

単語をとりだした結果を図4に示す。 

第 3節 完成したプログラム 

 

完成したプログラムの実行画面を図5、6に示す。まずユーザの検索履歴をmecabと janomeを

用いて解析し、最も頻出する単語をユーザの好みとして推定する。さらに beautifulsoup を用いて

推定したユーザの好みに関してgoogle検索を行う。その検索結果を返答することで、チャットボッ

トがユーザとの会話で興味のある話題を提供する。なお pychatGPT を利用して自然な返答を行え

るようになっている。 

図 4 mecab で検索履歴から頻出単語を抽出 
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図 6 完成したプログラムの実行画面 

図 5 完成したプログラムの実行画面 
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第 3章 まとめと今後の展望 
 

今回は検索履歴の中で最も頻出する単語をそのユーザの好みとしていたが、それではまだユーザ

の好みを的確に推定できたとは言えない。そこで今後は、ひとつだけでなく頻出単語の上位数個を

利用する、検索履歴以外のデータを利用するなど、ユーザの好みを正確に推定できるような工夫を

おこなう。また、不自然な返答を減らし、より人間らしい会話ができるようにする。 

なお今回は研究背景で述べた「AIの学習の際に汎用的なデータではなく、あるユーザのパーソナ

ルデータを使用すればより自然な会話を行える可能性があるのではないか」について検討すること

が出来なかった。そこで今後は「ユーザの好み」以外のパーソナルデータについても考慮し、この

問題に関しての検討をおこなう。 
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